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 14章「生存分析」 

 



生存曲線 

• 末期ガンなどでは、生存率は時間経過に伴って変
化していく 

• その他観察中に１度しか起きない事象であれば、
時間の関数として、プロットできる 

 

• 生存分析 

ある母集団において、一度しか 

おきない事象に対して、生存曲線 

を用いて比較する 



生存分析 

• 生存分析を行う条件 

1. 標本は母集団から無作為に抽出されている 

2. 標本は互いに独立している 

3. 観察期間中に１度だけ生じる自称をプロットしている 

4. 平均生存率が観察期間を通じて変化しない 

 

４)生存分析は、長期間になるほど不正確になるので 



カプラン・マイヤーの検定 



例 
症例 生存期間 中途打ち切り例 

A 60 生存 

B 18 

C 24 追跡不能 

D 49 

E 13 
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例（２） 



２つの生存曲線の比較 
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B 40 

B 10 

A 16 生存 

B 31 生存 
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